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① 都心臨海部

戦略３
『魅力と活力あふれる都市の再生』戦略 都心臨海部

郊外部

世界中の人々や企業を惹きつけ、誰もが住みたい、住み続けたいと思えるまち

　横浜の成長エンジンとなる都心臨海部では 、山下ふ頭など新たな土地利用の展開 、
大規模集客施設の導入等による快適で魅力的なまちづくりや観光・ＭＩＣＥ振興 、先進
的な文化芸術創造都市の取組などにより、市民・企業・行政が一体となり、世界中の人々
や企業を惹きつけ、都市の活力と賑わいを創出するまちづくりを推進していきます。

まちづくり
の

方向性
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都心臨海部の魅力向上
　横浜駅周辺地区では 、グローバル企業を積極的に誘致する国際ビジネス拠点として、業務・
商業機能に加え、高規格な住宅※1等の導入により大規模な都市のリノベーション※2を進めます。
みなとみらい21地区においては 、観光・ＭＩＣＥ機能の集積をいかして、さらなるグローバル
企業などの誘致を加速させます。山下ふ頭周辺地区においては 、大規模で魅力的な集客施設の
導入などを含め、都心臨海部の新たな賑わい拠点の形成に向けて再開発を推進します。関内・
関外地区では 、新市庁舎整備や「横浜文化体育館（武道館機能を含む。）」、現市庁舎街区の再
整備を含めたさらなる活性化を推進します。東神奈川臨海部周辺地区では、駅周辺の再開発と、
東高島駅北地区の水辺など地域資源をいかした再整備を進めます。
　また 、東急東横線跡地を活用した遊歩道づくりや、グランモール公園のリニューアルに合わせ
た緑の創出 、街路樹の育成を通じた緑のネットワークを形成するとともに 、公園や港湾緑地 、公
共施設の空間を相互に連携させ、季節感のある緑

りょくか

花により、都心臨海部全体の魅力を高めます。
　さらに 、5つの地区の都市機能の連担性を高め、世界中の人々を惹きつける魅力を増幅させる
ため、今後の開発状況や既存の交通インフラの利用状況を踏まえ 、回遊性を向上させる新たな
交通を導入し、賑わいの軸を形成していきます。
進化する国際的な観光・ＭＩＣＥ都市
　オリンピック・パラリンピックを好機とし、日本を代表するクルーズポートとしての客船の受入
機能強化や海外からの誘客プロモーションの強化及び受入環境の整備を進めます。また 、横浜
の強みをいかした国際的なＭＩＣＥ拠点都市を目指し、ＭＩＣＥ機能を拡充することにより、経済
波及効果の高い中大型の国際会議や医学会議等の誘致を強化します。
　さらに 、大規模スポーツイベントの誘致・開催やスポーツ施設の再整備に取り組むとともに 、
統合型リゾート（ＩＲ）※ 3 や官民パートナーシップの活用等を検討します。これらの取組を通じ
た都市ブランド力の向上や賑わい創出により、横浜経済を活性化します。
アジアの核となる文化芸術創造都市
　国や他都市との連携によるオリンピック・パラリンピックの開催
に合わせた文化プログラムや横浜らしい特色のある芸術フェスティ
バルなどの継続的な実施により、世界に向けた文化芸術の発信力を
強化し、アジアの文化ハブ※ 4 としてのプレゼンスを高めます。
　また 、アーティスト・クリエーター等の人材の集積を一層図り、企業・ＮＰＯ・大学等との協
働を進めるなど、創造的産業※ 5を創出するとともに 、地域資源を最大限に活用しながら横浜か
ら才能ある芸術家が世界に羽ばたく環境づくりを進めます。
※1　高規格な住宅：グローバル企業の就業者等の生活支援に必要な機能を併設し 、防災・環境性能に優れた住宅
※ 2　都市のリノベーション：建築物の建て替えや都市インフラの更新により、都市機能を向上し 、地域の価値を高めること
※ 3　統合型リゾート（ ＩＲ）：�カジノ施設及び会議場施設 、レクリエーション施設 、展示施設 、宿泊施設その他の観光の振興に寄与すると認めら

れる施設が一体となっている施設
※ 4　アジアの文化ハブ：アジア地域において、文化芸術創造都市のネットワークの中核拠点としての役割を果たす機能
※ 5　創造的産業：�芸術 、映像 、ゲームなど知的財産権を持った製品の製造・流通及びサービスの提供に関わる産業や、建築設計やデザインなど

の分野を中心とした 、創造性の付加価値によって市場で選択される産業

ヨコハマトリエンナーレ 2014
ヴィム・デルボア《 低床トレーラー》2007

miryoku
タイプライターテキスト
１（冊子版20）
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都心臨海部の再生・機能強化

miryoku
タイプライターテキスト
２（冊子版21）
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施策の目標・方向性

国際的なＭＩＣＥ拠点都市の確立に向けて〜新たなＭＩＣＥ施設整備〜

　本市の主要なＭＩＣＥ施設である「パシフィコ横浜」は、国内の
施設別参加者総数ランキングで、10年連続第１位となる、日本有
数のコンベンション施設です。しかし、開設から20年を超え、老朽
化への対応が必要となったため、大規模改修に取り組んでいます。
また、ＭＩＣＥの市場規模の世界的拡大や横浜での開催需要に応
えるため、パシフィコ横浜の隣接地（みなとみらい21地区20街区）
でＰＦＩ手法により新たなＭＩＣＥ施設整備に取り組んでいきます。

●�オリンピック・パラリンピックの開催決定を好機ととらえ、国内外における横浜のプレゼンスやブラ

ンド力を高めるためのシティプロモーションを展開します。

●�国内外からの誘 客を強化し、観光客の受 入環境や回遊性の一層の向上により、賑わいと活力を

創出します。

●�パシフィコ横浜と一体的に新たなＭＩＣＥ施設を整備するとともに、経済波及効果の高い中大型の

国際会議や医学会議等をターゲットとした積極的な誘致などの取組を進め、「 グローバルＭＩＣＥ戦
略都市」にふさわしい、国際的なＭＩＣＥ拠点都市を目指します。

●�本市の国外での知名度は低く、国内では知名度は高いものの、イベントや施設などの認知度が低く、具体

的な魅力が十分に伝わっていないため、知名度・認知度の向上の取組が必要です。

●�横浜経済を活性化させるためには、国内外からの交流人口の増加により、市内での消費を拡大させてい

く必要があります。

●�本市への観光客の大半を首都圏からの日帰り客が占めており、観光消費額の増加には、日帰り客の滞在
時間の延長と、観光消費額が大きい宿泊客を増やすことが必要です。

●�東南アジアからの訪日旅行者が著しく増加しています。さらなる誘客のために、現地での知名度向上のほ

か、多言語や多文化への対応、Wi-Fi等の通信環境の整備など受入環境の向上が必要です。

●�ＭＩＣＥについては、羽田空港からのアクセスの良さや機能集積型施設を強みとする一方で、アジア諸国のＭＩＣＥ

分野での台頭による国際競争の激化や既存施設の高稼働率などによる機会損失などが課題になっています。

施 策 2 3 　 観 光・ＭＩＣＥの 推 進

パシフィコ横浜と20街区

20 街区
（ 約 2.2ha） パシフィコ横浜

外国人延べ宿泊者数 観光消費額

（資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」） （資料：文化観光局）

現状と課題

miryoku
タイプライターテキスト
３（冊子版94）
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指標

主な取組（ 事業 ）

P.103　施策27主な取組５参照

※ＵＩＡ：Union of Internat ional Associat ions（国際団体連合）

指標 直近の現状値 目標値（29年度末） 所管

1 国際会議開催件数（ＵＩＡ※基準） 51件（25年） 75件/年 文化観光局

2 外国人延べ宿泊者数 44万人（25年） 60万人 /年 文化観光局

3 観光消費額 2,334億円（25年） 2,475億円 文化観光局

2 国内外からの誘客促進 所管 文化観光局

　横浜への交通アクセスの向上を踏まえ、観光関連事業者や近隣自治体と連携し、旅行代理店等へのセールス活動や修学旅
行の誘致、ニューツーリズム（着地型観光）を推進します。また、中国・韓国・東南アジア各国を主な対象として、市場に即し
た誘客を進めます。特に、訪日旅行者の増加が著しい東南アジアについては、現地で集中的にプロモーション活動を行います。

想定
事業量

①国内セールス（旅行会社）　440社（４か年）
②海外セールス（旅行会社・メディア）　470社（４か年）
【直近の現状値】25年度：①95社 /年　②110社 /年

計画上の
見込額 ６億円

1 シティプロモーション 所管 文化観光局

　横浜のブランド力向上や集客・賑わいづくりにつなげていくため、市内の様々な魅力資源を活用し、ター
ゲットに適した広報媒体を選択しながら、データに基づく戦略的・効果的なシティプロモーションを展開し、
国内外へ横浜の魅力を総合的に発信していきます。
想定

事業量
重点プロモーション事業のメディア露出件数　10,000件（４か年）
【直近の現状値】25年度：2,000件/年

計画上の
見込額 ４億円

3 観光客の受入環境整備の推進 所管 文化観光局、都市整備局

　観光客の快適な滞在を支援するための観光案内所の運営や、案内サイン・ガイドブックの多言語対応を
促進するとともに、多文化に対応した受入環境整備を推進します。また、来訪者と接する機会が多い観光
関連事業者への情報提供や研修の開催などを通して、人材育成に取り組みます。
想定

事業量
観光関連事業者向け研修の参加人数　1,150人（４か年）
【直近の現状値】25年度：250人 /年

計画上の
見込額 10億円

4 【 新規 】新たなＭＩＣＥ施設の整備 所管 文化観光局

　ＭＩＣＥの市場規模の世界的な拡大や横浜での開催需要を踏まえ、パシフィコ横浜と一体利用が可能な多目的
ホール、会議室、荷捌駐車場等の新たなＭＩＣＥ施設とホテル等ＭＩＣＥ機能を向上させる施設を一体的に整備します。
想定

事業量
新たなＭＩＣＥ拠点の整備　工事着工（29年度）
【直近の現状値】25年度：事業実施方針決定

計画上の
見込額 57億円

5 ＭＩＣＥ誘致・開催支援機能の拡充 所管 文化観光局

　経済波及効果の高い中大型の国際会議や医学会議等を中心にＭＩＣＥの誘致を行うとともに、市内事
業者等と連携したＭＩＣＥ開催支援を拡充します。
想定

事業量
大型国際コンベンション誘致助成金交付件数　12件（４か年）
【直近の現状値】25年度：1件/年

計画上の
見込額 ９億円

6 【 再掲 】 首都圏空港のさらなる機能強化を見据えた
取組の推進 所管 政策局、都市整備局

　空港リムジンバス等の深夜早朝対応をはじめとして、羽田空港等へのアクセス強化やサービス水準向上
を図るため、公民で連携しながら取組を進めていきます。
想定

事業量
推進
【直近の現状値】25年度：推進

計画上の
見込額 0.4億円

miryoku
タイプライターテキスト
４（冊子版95）
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